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Imitation has a central role in human leaming of motor skils. Many studies reported that skilled (co町ect)
model could improve motor leaming. Some studies reported that novice model was useful for motor 
leaming which indicated that e町ormodel might also improve motor leaming. The aim of this study was to 
examine the effects of observing e町ors made by others which were combined in the correct models on 
imitation motor leaming. 
Thirty subjects were instructed to imitate a pinch action with a certain force (the peak pinching force was 8 
N) while watching a pinching action displayed on a personal computer. In one condition (error-mixed 
condition), the subjects watched combination models which were consisted one correct model (8 N) and 
two e町ormodels (4 N and 24 N). In the co町ect condition, subjects only watched the action of the correct 
force (8 N). The results showed that the effect of leaming in error-mixed condition was better than that in 
the co町ect condition. Furthermore, to confirm the role of visual e町or information, we mosaicked the 
visual stimuli 丘omthe e町oractions to make the e町orinformation meaningless. We found that mosaicked 
stimulus could not produce significant leaming effect. 
Our findings indicated that the addition of e町or action observations had a positive effect on imitation 
motor leaming. 
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上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術の水準につき慎重かっ公正
に検討し、以下のような審査結果を得た。
1.研究の背景と目的
模倣はヒトが運動技術を獲得するのに重要な役割を示している。先行研究は熟練した動作(正しい動作)
を観察すると、運動学習を促進すると報告している一方で、未熟練な動作を観察するによって運動学習も向上
したことを報告した。未熟練な動作に含まれるエラー要因による効果の可能性が考えられるため、著者は模倣
運動学習においてエラー動作の観察による効果を明らかにすることを目的とした。
2. 研究の内容
この研究は 2 つの実験を行った。実験 1 では、エラー動作と正しい動作を組み合わせて観察する効果を検
討した。被験者 (30 名健常成人)は 8N とし、う力発揮のピンチ動作を模倣運動で学習した。条件 1 では、被
験者はエラー動作 (4N と 24N の 2 種類)と正しい動作 (8N) を組み合わせて観察し、 8N の力(正しい動作
の力発揮)でヒ。ンチ動作を行った。条件 2 は対照条件で、被験者は正しい動作のみを観察し、 8N のカでピン
チ動作を行った。実験 2 では、エラー動作の動画をモザイク化して、被験者 (20 名健常成人)はモザイク化
したエラー動作と正しい動作を組み合わせて観察し、8N の力発揮を行った。対照条件は実験 1 と同様で、ある。
得られたデータは 8N からのバラツキを計算し、学習の正確性を評価した。実験 1 の結果はエラー動作と正し
い動作を組み合わせた条件の方が対照条件より正確性が高かった。実験 2 の結果はモザイク化したエラー動作
と正しい動作を組み合わせた条件の方が対照条件より正確性が低かった。
3. 研究成果と意義
本研究は模倣運動学習において正しい動作を観察する上で、エラー動作を観察することにより、学習効果
を促進することが明らかになった。この成果を用いて、各学習場面に応用できると期待している。特に、リハ
ビリテーション場面では、患者に新しい動作を教える時、正しい動作のみならず、エラー動作の提示も重要と
考えられる。
よって，本論文は博士(障害科学)の学位論文として合格と認める。
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